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衆
議
院
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員
逢
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誠
二
君
提
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護
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祉
士
試
験
の
受
験
要
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す
る
質
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に
対
す
る
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書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
介
護
等
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第

二
項
に
お
い
て
、
「
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
に
つ
き
心
身

の
状
況
に
応
じ
た
介
護
を
行
い
、
並
び
に
そ
の
者
及
び
そ
の
介
護
者
に
対
し
て
介
護
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
に
は
、
最
低
で
も
三
年
の
実
務
経
験
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。


